
まずはログイン
① 総合情報処理センターから交付されたメールの アカウント

とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。

② ログインすると次のような画面が表示されます。

☆ My Libraryは学内者用のサービスです

次の3つの条件を満たしていれば、利用可能です。
インターネットが利用可能な場所であれば、どこからで
もログインできます。
① 弘前大学に所属していること
② 有効期限内の図書館利用証を所持していること

③ 総合情報処理センターのメールアドレスを取得して
いること

☆ログインできないときは、次のようなことが考えられます

図書館利用証の登録を行っていない。
図書館利用証が期限切れになっている。
複数のメールアドレスを持っており、図書館に登録され
ていない方のメールアドレスでログインしようとしていた。
→ 図書館カウンターにてお問い合わせください。
図書館利用証作成時に、まだ総合情報処理センターの
メールアドレスを取得していなかった。
→ 総合情報処理センターでメールアドレスを取得し、

図書館カウンターにご連絡ください。
パスワードが間違っている。
→ メールのパスワードは、本人以外わかりません。
総合情報処理センター窓口にて、身分証を提示の
上、再設定を申請できます。（本人確認が必要なの
で、電話では申請できません。）

☆お知らせの表示
延滞図書、取り置き資料、貸出停止期間などのお知ら
せがある場合、ログイン後のトップ画面に表示されます。



貸出状況確認・貸出延長

① 貸出・予約状況照会をクリックします。

② 現在借りている図書の貸出期限を確認できます。

③ 延長したい図書のチェックボックスをクリックします。（複数選択可）

チェックがついた状態で、「貸出延長確認へ」のボタンをクリック
すれば、延長できます。

☆貸出延長について
My Libraryだと重い図書をカウンターまで持参しなくても延長
できるので助かりますね。
延長ができるのは、１冊の図書に対し1回だけです。延長の手
続きをした日から起算となるので、返却期限最終日に延長する
のが、一番長く借りられます。ただし延長の処理をするより先に
予約が入っていた場合は予約の方が優先されますので、その
際は延長できません。
なお、延長も貸出の一種なので、延滞図書がある場合、延滞に
よる貸出停止中の場合などは、My Libraryでもカウンターでも延
長はできません。



図書の予約・取寄せ

① まず、借りたい図書をOPACで検索します。

② 所蔵情報の右側に出ている「予約・取寄」ボタンをク
リックします。

③ プルダウンメニューから、受取館を選択し、「確認する」の
ボタンをクリックします。

☆受取館を選択したら、エラーメッセージが。どうして？
この例ですと、受取館に「分館」は設定できますが、「本館」
は設定できません。本館の資料は現在「貸出可」なので、本
館では予約・取寄せしなくても借りられるからです。

☆「予約・取寄」ボタンが表示されない
本館・分館とも貸出可の図書がある場合、ボタンは表示され
ません。また、予約・取寄せ対象外の資料のみの場合も、ボ
タンは表示されません。

☆本館・分館にある全部の図書が貸出中の場合
受取館は本館分館のどちらにも設定できます。本館・分館
両方の該当図書がすべて貸出中の場合、その中で一番早く
返却された図書を借りることになります。



図書の予約・取寄せ(続き）
④ 図書の情報が表示されますので、「予約を行なう」ボタ

ンをクリックします。

⑤ 予約・取寄せの申込み手続きが完了すると、予約状
況が表示されます。

貸出中の図書に対して、次に利用したいという申し込みを
行います。予約は1冊の図書について複数人がかけることができ、予
約した順番に貸出可能となります。館外貸出不可の図書、雑誌、研
究室貸出図書、貸出可の状態の図書には予約がかけられません。

予約とは

本館の図書を分館で、（または分館の図書を本館で）借
りることができます。貸出期間は、元々の所蔵館の貸出期間に準じ
ます。研究室貸出図書、館外貸出不可の図書、雑誌には取寄せが
かけられません。貸出中の図書でも取寄せをかけられますが、図書
が送られてくるのは返却されてからになります。

取寄せとは

☆取寄せを申し込んだら、いつ頃到着するの？
通常は、申し込んだ翌日までに届きますが、土日祝をまたが
ると時間がかかります。
取寄せ依頼の図書は、業務用の学内便で運んでもらってい
ます。学内便は事務文書を送るのが主な用途なので、事務職
員が出勤しない土日祝はやっていないのです。

☆貸出停止中でも予約は可能？
予約・取寄せ自体は可能ですが、貸出停止期間中は貸出で
きません。貸出可能になるまで1週間以上かかる場合で、次
の方の予約が入っている場合は、先に次の方にお貸しします。
取り置き期間は通常1週間なので、それを過ぎても借りに来
られない場合（貸出停止中含む）は、予約は解除、取寄せ図
書は相手館に送り返します。



文献複写(ILL)の申込み
① 文献情報を検索します。この赤枠の論文を入手したいという

例です。例として、医学中央雑誌を使っていますが、CiNii
Articles等他のデータベースでも同様の手順です。

② まず論文が載っている雑誌を弘前大学で所蔵しているか調
べます。文献の下の「弘大蔵書検索で探す」をクリックする
と、この雑誌があるかどうか、OPACで検索してくれます。

☆My Libraryのメニューに「ILL申込・確認」が出てこない
My Libraryのメニューには当人が利用可能な機能のみ

表示されます。ILLが、利用未許可の状態であるため表示
されないと思われますので、図書館カウンターに申し出て
ください。利用可に変更いたします。
（初期状態ではILL利用は未許可に設定されています。）

☆My Libraryにログインできず、「不正なアクセス、あなたの
操作は認められません…」というメッセージが表示される
上記のように、ILLメニュー未許可の状態で、データベー

ス経由のログインを行った場合、このようなメッセージが出
ます。許可されていない機能を使おうとしたため、それ以上
先に進めなくなるのです。こちらも、ILLメニューを利用可に
設定することで解消しますので、お申し出ください。

③ 11巻のみ所蔵していました。欲しい号は29巻3号なので、残念
ながら弘前大学にはありません。今度は「Full-Text Navigation」

をクリックすると、電子ジャーナルで利用できるか探してくれま
すが、こちらもありませんでした。



文献複写(ILL)の申込み（続き）
④ 学内では入手できないようなので、有料ですが文献複写を

申し込むことにします。「ILL申し込み」ボタンをクリックする
と、MyLibraryログイン画面が表示されます。

⑤ ログインすると、通常のMy Libraryトップ画面ではなく、ILL
申込みの画面になります。文献検索→My Libraryの流れだ
と、検索した文献の情報を自動的に読み込んでくれます。

☆文献複写以外の入手方法
文献情報データベースは、キーワードや著者名から文献

の情報を得るためのもので、本文がそのまま見られるという
ものでも、弘前大学内で入手できる文献のみがヒットすると
いうものでもありません。
ただし、最近のデータベースは文献が入手しやすいよう、
工夫されています。その一つが別のサービスへのリンクです。
全文をオンラインで見られる他のサービスへのリンクが貼ら
れていることがあるので、「PDF」「リポジトリ」「メディカルオン
ライン」「J-STAGE」等のリンクが付いていたら、クリックしてみ
ましょう。その場で本文を入手できる可能性があります。

☆文献複写の料金は？
文献複写は有料ということですが、いくら位かかるのでしょ

うか。一般的には1件数百円くらいです。申込み先によって1
枚あたりの料金が異なり、更にカラーコピーを指定したり、速
達を指定したりといったことで変わってきます。

⑥ 他に必要な情報を入力して、画面下の「入力内容確認」
ボタンをクリックすれば申込み完了です。



登録情報変更

① ご自分のメールアドレスや電話番号を、My Libraryから登
録するには、「登録情報変更」をクリックします。

② 登録したい項目に、データを入力します。

③ 入力が終わったら、画面下部の「登録内容変更」ボ
タンをクリックします。

☆何のためにメールアドレスを2つも登録するの？
図書館から連絡する際に使用します。
特に学生さんの場合、初期状態では連絡先が大学の学

籍番号のメールしか登録されていません。大学のメールは
ほとんど利用しないという方もいるので、なかなか連絡がつ
かないことがあります。
メールアドレス2によく使うアドレスを登録すると、予約図書
や購入希望図書が到着したときに、両方のアドレス宛に連
絡メールが送られるようになります。
※メールアドレス1については、My Libraryログイン用のアド
レスとなっていますので、基本的に変更できません。


